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世
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濟
學
士
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仁
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い
て
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・
純
濟
學
圭
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木

芳
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助

雑

録

マ
ル
ク
ス
説

に
於
け

る
資

本

の
起
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・
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學
構
士

河

土

藥

東
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、
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説

苑

一
子
相
縷
削
壁
に
就
て

第
十
入
巻

(第

二
號

一
二
六
)

五

二
〇

]
子

相

続

制
度

に
.就

て

(
ご

巳

'

入

木

芳

之

助
.

第

一

緒

聾.四

第

二

=
手
相
継
制
度
の
木
質

(
一
)
　
子
杣
綴
法
の
客
艦

〔
a
)
間
接

=
ナ
相
籍
法

の
客
催

(b
)
直
接

一
子
相
練
法
の
霧
醍

(
二
)
「
手
相
繧
法
に
服
す

ろ
農
地
所
有
者

の
法
律
的
地
位

(
三
)
相
続
順
位

(四
)
一
子
相
綾
八
の
先
取
得
分

第

一

緒

コロ

〔五
)
一
子
相
続
人
の
共
同
相
績
八
に
封
ず

る
㎜剛
係

(以
上
本

號
以
下
次

號
掲
載
)

(山ハ
)
賊民
軸
¶
の
評
緬夙

(七
)
提
言
慮

分

一
子
相
績
法
の
從
囁
性

第

三

一
手
相
緬
制

に
封
ず

ろ
批
難

(
一
)
形
式
的
批
難

(
二
)賢
質
的
批
難

第

四

結

論

、

現
今
に
て
は
何
れ
の
國
に
於
て
も
法
律
経
済
共
に
自
由
を
原
則
・こ
し
、
法
律
上
に
於
て
は
自
由
契
約
の
原
則
が

　
般
に
認
め
あ
れ
為
経
済
上
に
於
て
は
自
謂
自
由
競
争
な
る
も
の
が
総
て
の
経
済
活
動
の
本
則
を
寫
す
。
.從
て
土

地
の
庭
分
は
何
れ
の
國
に
於
て
も
厨
有
者
の
自
由
意
志
に
委
か
す
を
以
て
原
則
ε
す
る
。
此
の
結
果
土
地
自
由
庭

分
の
弊
害
ご
し
て

一
方
に
於
て
は
土
地
兼
併
の
傾
向
を
見

る
ε
共
に
、
他
方
に
於
て
は
極
端
な
る
土
地
細
分
の
傾

胸
を
見
る
。
然
し
て
土
地
の
馨

分
裂
の
起
る
の
臓
、
層
画
意
意
堕

贋

(交
換
を
含
包

非
伯
由
庸
愚
的
経
膀
行

「

り



嬬

(渦
庇
負
債
或
は
附
窮

の
た
め
の
帳
簿
質
却
)
及
び
相
纏
の
掛
合
で
あ
る
。
從
て
土
地
の
自
由
虚

勢
に
し
て
ば
極

端
な
ろ
弊
害
を
示
す
場
合
に
は
、
.國
家
島
此
等
の
道
に
よ
り
土
地
が
威
分
さ
る

、
場
合
に
劉

1
て
多
少
の
強
制
手

段
を
以
て
斯
る
弊
害
を
防
遏
す
ろ
の
責
務
を
有
す
る
ご
し
、
適
.當
の
方
策
を
用
ゆ

べ
き
も
の
な
る
こ
ご
が
諭
ぜ
ら

貯
て
る
る
。

余
は
藪
に
農
地
の
分
割
を
制
限
す
る
万
法

-こ
し
τ
粗
糲

に
關
す

る
制
限

に
付

て
論

じ
だ
い
.し
思

ふ
σ

一
般
に
分
割
相
続
制
の
行
は
る

、
諸
国
に
於
て
は
多
少
の
反
動
的
傾
向

〔移
位
、
結
婚
、
購
入
に
よ
っ
て
所
有

地
を
振
張
せ
ん
ε
す

る
努
力
)
の
存
す
る
に
拘
ら
す

、
所
有
軍
位
の
縮
小
を
齎
す
も
の
で
あ

っ
て
、
此
の
分
割
相

続
制
の
行
ぼ
る

、
地
方
は
小
農
地

の
優
勢
な
る
地
方
に
し
て
、
常

に
繰
返

さ
る
、
分
割
に
よ
b
農
場
は
過
小
農
場

ど
な
b
、

一
家
の
生
計
を
支

へ
得
ざ
る
に
至
る
も
の
で
あ
.る
。
此

の
相
続
に
よ
る
農
地
羅
位
の
分
割
ば

　
定
の
輕

濟
的
前
提
を
歎
く
場
合
に
於
て
ば
、
農
民
の
無
産
者
化
を
促
し
引

い
て
国
民
経
済
上
有
害
・こ
な
る
。
さ
れ
ば
此
等

の
國
々
に
於
て
ば

一
家
の
農
地
の
絹
細
分
割
を
防
ぎ
、
其

の
纏

れ
る
存
綾
を
得

せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
特
に
法
律

を
設
け
て
分
割
を
制
限
す
る
の
必
要
を
見
る
。̀
即
ち
猫
懊
諸
国
の
如
き
分
割
相
続
制
を
描
け
る
國

に
於
て
は
彼

の

一
子
相
綾
制
を
見
る
は
之
が
斜
め
で
あ
る
。
以
下
少
し
く

一
子
相
糟
制
の
本
質
を
明
か
に
し
之
が
農
地
に
及
ぼ
す

経
済
的
敷
果
に
就
て
論
及
す

る
で
あ
ら
う
。

篤

二

」
子
相
続
制
度
の
本
質

一
子
相
綾

制

ご
は
被
相
続

人
の
死
亡
叉
は
隠
退

に
際

し
其

の
所
有
地

を
子
女
中

の
只

一
人

に
相
綾

せ
し

め
、
他

説

苑

一
手
相
嫁
制
度
に
就
て

第
十
入
巻

(第
一
.】號

】
二
七
)

五
二
「



」

蹴

苑

一
手
相
纏
側
蟹
に
薦
て
.

第
十
八
塩

(第
二
號

】
二
八
)

玉
二
二

の
共
同
相
纏
人

に
封

し
て

は
金
銭
其
他

の
給
付

に
依

て
賠
償

を
爲
す
制

度
を
謂

ふ
。

此

の

一
子
相
綾
制

に
は
二
様

の
種
.別
の
認

む
.べ
き

も

の
が
あ

る
。

一
は
相
緬

を
法
定

相
綾

ε
寫

し
被
相
続

人

か

生
存
中

叉
は
死
亡

の
際

に
何
等

の
遺
言

な
く
し
て
死

古
せ

る
場
合

に
、
法

の
規

定
に
依
り
當
然
効
力

を
獲
生
す

る

も

の
に
し

て
之
を
直
接
法

定

一
子
相
続
制

(鼻

。
葬
窃

H三
6葺
鉾
聖
戸巽
げ
窪
諺
。耳
)
蓬
謂

ふ
。
他
は
當
事
者

が

一
定
形

式

に
依

り
豫

め
登
記
手
績

を
駕
す

に
於

て
、
甫

め
て
其

の
効

力
を
装
生
す

る
も

の
に
し
て
之
を
間
接

一
子
粗
糠

制

(ヲ
α
器

厚
塗

。
号
「
「巴
玉̂
什艶
話
・。
〉
器
「げ
。葺
。
∩夢

。。
脇
席
門ゴ
、驚
二
山
～浄
呪。
竃
ゴ
し
謂

ふ
n

一

一
子

糊
精
創制
の
容
腿

一
子

相
綾
法

の
客
膿

に
關
し
て
は
間

接

…
子
縮
緬

制

ε
直
接

一
子
相
続

制

・・ら
な
別

々
に
研
究
す

る
を

以

ヅ、
便

宜

ざ
す

る
。
先

づ
賜

接

一
子

相
綾
制

よ
り
見

て
ゆ
く
。

(
a
)間
接

一
子
相
綴

制

の
容

艦

闘
接

】
子
相
細
制

は

一
般

の
農
地

に
適

用

せ
ら

れ

、
共

の
客
燈

薫
就

て
ぽ

一
般

に
制
限
を
設

け
ざ

る
を
普

通

、こ

す

。
離

例
外

駒
に
は
小
農
地

に
勤

し
て
は
之
が
適
用

を
除
.外
す

る
こ
ご
が
あ
る
。

.
`

一
八
七

四
年

の

ハ
ソ
ノ
ー
プ
ア
農
場
法

に
依

れ
ば

住
宅

を
備

へ
た

る
農
場

に
し
て
、
今
迄

一
子
相
纏

慣
習

の
適

用

せ
ら
れ

把
る
農
場

に
於
て

の
み
適

用
せ
ら

る

、
こ

ε

、
し
た
。

然

る
に

}
八

八
○
年

の
補
則

を
以
て
此

の
制

限

が
廃
せ
ら

れ
有

ゆ

る
住
宅

を
溝

へ
た

る
農

場

に
連
用

せ
ら

る

、
に
至

っ
た
。
但

し
例
外

こ
し
て
騎
士

領
地

(固
事
。【

σ。
茸
の
↓

は
之
を
除
外

し
だ
。
蓋

し
當
時
騎
士
領
地

に

於

て
は
特
殊
相
鞭

制
(
団
。
『
口
口
ω
伊
ρ
り一一回目目
鴨
p
.邑
{。義
痒
σ
.)
の
採

用

せ
ら

れ

π
る
が
爲

で
あ

る
。
然

る
に

ハ
ソ
ノ
ー
フ

ア
州

に
於

て
は
特
殊
粗

織
.制

に
服

せ
ざ

る
騎
士

領
地

の
存
在

1)Hannov・Ges・v.・18741壱 ・1・5.6・7・2【 ・2牛



弔

す

る
こ

の
理
由

に
基

き
、

一
八
八
三
年

の
州

會
議

に
於

て
騎
士

預
地

の
毫

帳
登

記
が
要
求

せ
ら

れ
遂

に

一
八

八
四

年

二
月

に
至

っ
て
承

認

せ
ら

る

、
こ
ε

、
た
。b

、
爾

後
同
州

の
農
場
毫
帳

制
は
住
宅
を
備

へ
た

る
有

ゆ
る
農
地

に

適
用

せ
ら

る

、
に
至

っ
た
。

,

ラ
ウ

エ
ソ
プ

ル
グ
に
於

て
は

一
八
八
○
年

の
法
案

に
依

り

ハ

ソ

ノ
ー

プ
ア
農
場

法

に

無
慷

件
に
從

ふ
に

至

つ

な
ブ

レ
ー
メ

ン
の
法
律

に
放
て
は
農
場
皇

帳
客
騰

に

一
.定

の
最

小
限

度
を
設

け
た
。
都

ち
住
宅
を
含
む
農
地

に
し

て
最
小
限
五

ヘ
ク
タ
ー

ル
以
L⊥
の
面
積

を
有
す

る
農

地

に
登
記

能
力
を
認

あ
た
。

是
れ
農
地

の
牧

盆
よ
り

し
て

一

家

の
生
計
を
支
持

し
得

る
に
充

分
な

る
も
の
に
の
み

、

一
子
相
縛
制
を

適
用

せ
ん
ご
.の
考

慮
よ
り
出

づ
。
其

の
後

此

の
最
小

限

度
の
低
下
が
要
求

せ
ら

れ
、
都
市
附
班

に
於
て
は

八
千

タ

ー
ラ
以
上

砂
牧
盆

償
幣

を
有
す

る
三

ヘ
ク

の

タ

ー
ル
以
上

の
農
地

に
も
適
用

せ
ら

る

、
に
至

っ
π
。

オ

ル
デ

ソ
.7
ル
グ
及
び

リ

ユ
ー
ベ
ソ
ク
に
嚢
諭

せ
ら

れ
た

る
法
律

に
依
れ
ば

一
子
相
綾

法

に
服
す

る
農
地

の
最
.

小
限
度

の
規
定
は

除
外

さ
れ

π
。
是

れ

オ
ル
デ

ソ
プ

ル
グ
に
於

て
は

農

地
所

有
者

は
往

々
に
し

て
同
時

に
火
酒

、

嬰

酒
醸

造
、
製
粉
業

等
に
従
事

し
海
術
定
住

せ

る
小
費

商

人
、
日
傭
人
等

が
副
業
的

に
農
業

に
徒
事
し
、
農
民

ε

同
様

に
其

の

【
家

に
農
地

セ
維
持
す

る

こ
ご
を
熱

望
す

置
の
考
慮

よ
b
出

つ

る
も

の
で
あ

る
。5

ウ

ェ

ス
ト

フ
ァ

レ
ソ
及

び

プ
ラ
.ソ
デ

ン
ブ

ル
ゲ
の
皿腿
…用
法
に
依
れ
ば
地
租
士整
岬帳
純

攻
盆

{牛
額

七
十

五
口尚
克
一以
上

の
農

地
及
び
林
地

に
も
適
用

せ
ら

る

、
に
至

つ
虻
。
是

れ
林
地

は
其

の
纒
螢

上
不
割
的

に
維
持
す

る
は
農
地
以

上

り

に
有
益

な
り

ξ
の
見
地
よ
り
出

づ
。

説

苑

一子
柑
練
制
度
に
就
て
.

第
十
八
巻

(第
二
號

一
二
九
)

五
二
三

1)
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3)
4)
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.

膠

設

苑

一子
相
縮
制
度
に
就
て
.

第
十
八
巻

八
第
二
號

=
二
〇
)

五
二
四

此

の
登
記

に
就
て
最
小
限
度
を
設
く

べ
き
や
否
や
に
就
て
は
多
少
の
論
争
の
存
す

る
所
な
る
が
、
此

の
最
小
限

度
の
確
定
は
機
械
的
の
も
の
な
る
が
故
に
、
成

る
地
労
に
於
て
は

=
琢
を
支
持
～す

る
に
{九
分
な
る
も
他
地
{力
に
於

て
は
不
充
分
な
る
こ
ε
あ
り
て
、
.之
を
趨
切

に
決
定
す
る
は
至
難
で
あ
る
。
假
令
立
法
者
に
し
て
諸
種
の
事
情
を

斟
酌
し
て
適
切
に
最
小
限
度
を
決
定
し
得
π
り
ご
す
る
も
、
街
絃
に
解
決
す

べ
き
問
題
は

「
家
の
生
計
に
足
ら
ざ

る
小
農
地
に
謝
し

一
子
相
種
法
の
適
用
を
除
外
す
る
の
必
要
あ
り
ゃ
否
や
の
黙

に
存

し
て
み
る
。
問
題

の
肯
定

に

釣
し
普
通
主
張
せ
ら
る
、
所
は
、
か
、
る
小
所
有
地
は
本
家
農
地
の
性
質
を
脅
せ
な

い
。
蓋
し
か

、
る
土
地

に
於

て
は
永
年
を
溝
慮
せ
る
経
管
久
は
経
憐
家
屋
の
建
設
は
問
題
π
り
得
な

い
。

か

、
る
小
農
地

の
重
要
は
寧
ろ
勢
働

者
に
住
宅
ざ
必
要
な
る
生
活
賞
牌
を
自

か
ら
生
産
す
る
の
機
曾

ピ
を
與
ふ
る
も
の
で
あ
っ
て
,
農
地

の
性
蟹
よ
ゐ

も
寧
ろ
都
市
の
土
地
の
性
質
を
有
す
る
が
故

に
、
專

ら
農
地
林
地
に
の
み
漉
潤

せ
ら
る
、

　
子
相
綾
制
を
適
用
す

べ
き
に
非
す

ε
い
ふ
に
在

る
。
之
に
反
し
か

、
る
小
農
地

に
も

一
子
相
続
制
を
適
用
す

べ
し
蓬
す

る
人
々
は
、
土

地
が
小
な
れ
ば
小
な
る
ほ
こ
分
割
に
堪
え
得
ざ
る
所
に
し
て
、
日
傭
入
、
手
工
業
潜

に
ε
b
て
若
し
其
の
土
地

に

し
て
其
の
家
族
(妻
及
び
子
供
)
に
充
分
の
仕
事
を
與
ふ
る
程
度
に
横
張
せ
ら

る

、
な
ら
ば
、
そ
は
望
ま
し
き
肝
な

る
が
故

に
、
立
法
は
か
、
、
る
小
農
地

の
分
割
を
跡形
勒
す

べ
き
で
な
い
ε
論
ず
る
。

惟
ふ
に

一
子
相
.腰
強
の
適
用
に
際
し
諸
種

の
事
情
に
適
合
せ
る
種
々
の
最
小
限
を
規
定
す

る
は
立
法
よ
不
可
能

で
あ
る
。
從

っ
て
か

、
る
限
界
を
放
棄
す

べ
き
は
明
白
で
あ
る
、
蓋
し

一
般

に
小
農
地
所
有
者
は
常
識
地
方
の
農

地

に
適
用
せ
ら

る
、
相
続
法
に
從
ふ
を
常

ざ
す
。
若
し
此

の
相
続
法
に
し
て
自
然
分
割
を
規
定
し
、
ヌ
は
土
地
の

取
引
償
祐
に
て
諸
」チ
均
分
を
規
定
す
る
場
合
に
於
て
は
、
小
農
地
は
必
然
此
の
相
続
法
に
依

っ
て
拘
束
せ
ら

る
、

1)Miakow5kiDasErbrechtund

Reiche.B.II.S.392.

Grundeigelltun〕r5erteilung】n.DeDtschen

一



も

の
な

る
が
故

に
、
か

、
る
小
農
地

を

し
て
普

通
法

の
適
用

を
除
外

せ

し
め
ん
こ
す

る
の
要
求

は
至
當

ε
謂

ふ

べ

き
で
あ

る
。

農

場
皇

帳

の
登
記
申
請

及
び
登
記
抹
滑

申
請

に
聞

し
て
は

、
ハ
ソ

ノ
ー

プ
ア
、
ブ

レ
ー
メ

ン
、
ラ
ウ

エ
ソ
プ

ル
グ
、

シ
ユ
レ
ス
ウ

ヒ
ホ
ル
ス
タ
イ

ソ
、
ウ

エ
ス
ト
フ
ー

レ

ソ
、

シ
ュ
レ
ジ

エ
ン
、
プ

ラ

ソ
デ

ソ
プ

ル
グ

に
於

て
は
遺
言

虎

牙
を

駕
し
得

る
農
場
所
有
者

は
総
て
登
記

を
申
請
す

る
の
纏
能

あ
り

。
.
ハ
ソ

/
ー
フ
ア
州

に
於

て
は
男

子
は
十

四
蔵
女
子
は
十

二
蕨

に
し

て
遺

言
椹

を
有
す

る
が
故

に
從

て
叉

登
記
能

力
あ
り

ε
謂
ふ

べ
き
で

め
軌
。
.

■

農
場
蔓

帳

の
登
記

事
務

を
管
理
す

る
官
臆

は

ハ
ソ

ノ
ー

フ
ア
、

ラ
ウ

エ
ソ
ブ

〆
グ
、
シ
ユ
レ
ス
ウ

イ
ヒ
・
ホ

ル
ス

タ
イ

ン
に
於

て
は
農
地

の
住
宅
所
在
地

の
庵

裁
別
所

に
し
て
、

ブ
ラ

ン
デ

ン
ブ

ル
グ
、

ウ

エ
ス
ト
プ
ア
ー

レ
ソ
、
.

シ
ユ
レ
ジ

エ
y
に
於

て
は
農
地
所
在

堪
の
雁
裁
判
所

で
あ

る
。
.農
地

に
し

て
種

々
の
庭
裁

判
所

の
管
轄
内

に
あ

る

場
合

に
於
て
、
何

れ

の
匿
裁
判
所

に
於

て
登

記
す

べ
き
ゃ
は
上

級
裁
判

所

の
決
定

に
依

る
♂

.

農

場
藁
帳

へ
の
登
記

に
依

b
農

場

の
後
代

の
所

有
者

に
も

]
手
相

練

減

が
適
用

せ
ら

る
.ゆ
登
記

に
際

し
如

何
な

る
土
地
を
農

場
に
属

せ
し
む

る

か
を
明
白

に
せ
ざ

る

べ
か
ら
す

。
若

し
明
白

な

る
意
思
表

示
を
敏

く

合

に
於
て

は
全
農
場

が
登
記

せ
ら
れ

た
る
も
の
ε
看
做

さ
る

、
を
常

ε
す

る
。

登

記
後

獲
生

せ
る
欠
缺

に
依
り
農

場
の
性
質

を
直

ち
に
失

ふ
も

の
で
な

い
。
例

へ
ば

ズ
ソ

ノ
ー

7
ア
の
法
律

に
依

れ
ば

}
手
相
纏
法

に
服
す

る
農
場

は
必
ず
住

宅
を
備

ふ
る

こ
ε
を
要
件

ε
す

る
が
、
登
記
後
此

の
住

宅

の
要
件
を

峡

く

に
至

る
も
侮

ニ

ケ
年

間
は
其

の
効

力
を

の

存
続

す

る
。

一
子
相
続

法
は
遺
言

に
因

っ
て
昏
個

の
相
贋

に
際

し
當
該
農

場
を
塁
帳

よ
り
抹

消
す

る
を
要

せ
す

し

て
排
除

せ

就

苑

「
子
相
続
制
度
に
就
て

第
十
八
巻

(第
二
號

=
】=
)

五
二
五

1)SchlewJ.fol't,Ger.?n†w.v.1880馨6.We鳥rph.T..G.0.v.1882老5

Brandenb,L.G.0.v.1883,老5,HaDrlorlGes.v,s8フ4.老7.23.Bremen

Ges.v.1874壱7,Lauenb.Ges,v.1881.022.Schles,L.G.U.V,1884.書5
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醗

据

一
子
相
続
制
度
に
就
て

第
十
八
巻

(
第
二
號

=
二
二
)

五

二
六

ら
る
。
撃

日
録

。
於
。
霧

が
登
記
せ
ら
れ
居
る
に
拘
ら
±

霜

績
法
の
齋

が
除
外
せ
ら
る
、
場
合
が
あ

船

蛸

る

.

.・

・

.

.

ノ

ー

プ

ア

、

ラ

ウ

エ

。

プ

。

グ

、

ブ

レ

ー

メ

ン

、

。

ユ

。

ス

ゥ

イ

ヒ

.
。

。

ス

。

イ

ン
、

及

び

ウ

糠

諺

制
灘
鹸
離

離
似齢艶
鞭

醐矧
譲
蕪

鰻
礪
績
.熱

.

間
接

一
子
相
緬
制
の
直
接

一
子
相
績
制
ε
異
な
る
黙
は
、
後
者
に
在
て
は
遺
畜
威
分
の
缺
如

せ
る
場
合
に
必
然

η
α

而

齋

・
一

・
反
・
、
薯

・
在
・
て
堅

塁

繧

に
話

し
此
・
行
覆

っ
て
初
め
三

子
緩

禦

・巖

適
用
せ
ら
れ
、
從
て
ナ
地
を
壷
帳
に
登
記
し
特
定
相
繧
に
服
せ
し
ひ
る
や
否
や
は
全
く
土
地
所
有
者
の
任
意
で
あ

9
㎞

磁

謡

樵

る

。

画

牛

並

幅鷲

農
場
蟻
帳
制
の
本
質
的
意
義
π
.
る
や
、
立
法
者

が

↓
子
相
続
法
の
適
用
地
を
決
定
す
る
の
困
難
を
除
去
せ
ん
ご

す
・
・
あ
っ
て
、
此
の
困
讐

事

相
繍

が
現
在
の
所
有
地
の
蔀

分
、
即
ち
以
前

手

相
蕃

習
の
適
用
せ

硯

耐

　　　　難

　羅

鞭
～簾

　鱗
　
　　

m
唱

㎞

し
む
る
は
至
當
で
な
い
。
蓋
し
農
民
は
農
地
を
維
持
せ
ん
ご
欲
す
る
有
ゆ
る
場
合
に
於
て
、
有
効
な
る
登
記
を
爲

蹴
臨

す
も
の
で
は
な
い
。

ミ
キ

ユ
エ
ル
氏
の
謂

へ
る
如
く
農
民

の
農
場
皇
帳
を
利
用
せ
ざ
る
は
固
有
の
原
因
、
即
ち
農

D

の

場

を

}
子
相
続
法
に
依

っ
て
相
籏
せ
し
む
る
の
嫌
厭
に
基
く
も
の
で
な
く
し
て
、
寧

ろ
農
民
の
不
注
意
、
無
思
慮
、

.



其
他
偶
然
の
事
情

に
基
も

の
で
あ
る
町
更
旨

冤

墓
帳

へ
の
登
記
は
所
有
者
の
怠
惰
、
無
思
慮
に
依

っ
て
行
は

れ
ざ
る
の
み
で
な
く
、
更

に
近
親
者
の
反
射
に
依
b
又
家
族
の
軋
轢
を
避
く
る
た
.め
登
記
せ
ざ
る
こ
`
あ
り
、
從

て
随
意

一
子
相
綾
制
の
選
完
は
果
し
て
好
結
果
を
齎
す
や
否
や
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
偶
合
分
割
相
綾
制
地
方
に

於
て
此

の
種
の

一
子
相
纏
制
の
採
用
が
根
本
的
反
動

に
滋
遇
せ
す
ご
す
る
も
、
此

の
制
度
の
無
敵
力
な
る
こ
ざ
は

否
定
す

る
を
得
ざ
る
所
で
あ
る
。
少
な
く
ε
も
上
述

の
理
由
よ
り
し
て
輩
に
有
名
無
實
の
原
則
た

る
に
止
ま
る
で

あ
ら
う
。
若
し
農
地
め
不
分
割
的
維
持

に
し
て
賓
際
の
要
求
な
る
場
合
に
於

て
は
此

の
目
的
を
達
す

る
正
當
な
る

の

手
段
を
選
ぶ
こ
ぜ
を
瞬
躇
す

べ
き
で
な
い
。

〔
b
)
直
接

一
子
相
擾
制
の
客
髄

か
、
る
微
温
的
な
る
間
接

一
子
相
続
法
の

一
般
に
満
足

せ
し
め
ら
れ
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
改
革
運
動
者
は

古
代
の
直
接

一
子
相
纏
法
の
復
活
を
要
望
し
共
の
目
的
を
達
し
た
。
即
ち
ウ

エ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
州

に
於
て

一
入

九
八
年
七
月
二
日
の
法
律
に
依

っ
て
採
用
せ
ら
れ
だ
。

ヨ

直
接

一
子
櫓
績

法
は
其

の
客
禮

に
就

て
充

分
な

る
規

定
を
設
く

る
を
常

ざ
す
。
濁
立

の
生
計
を
維

持
す

る
に
足

る
農
地

の
維
持

を
目
的

ε
し
其
他

の
小
農
地
岡
(同
国
ぴq
①
δ
冒
2
は
戸5
甑
0
9
唱o
「σq
び
o葎
o
「
)
は

之
を
除

外
す

る
を
常

ε
す

。

前
掲

の
法
律

に
法

れ
ば
住
宅
を
備

ふ
る
農
地

林
地

に

し
て
凋

立
生
計

を
維
持

す

る
に
足

る
土
地

(
地
租
皇
帳

に
よ

る
純

収
益
年
額

六
十

馬
克
以
上

の
土
地

)
に
適
用

せ
ら

る
。
若
し

か

、
る
土
地

に
し
て
凋

立
生
計
地

た
る
性
質

を

失
ふ
場

合
に
於
て
は

、

一
子
相

続
制

の
滴
用
性

を
失

ふ
も

の
ε
す
。

同
様

の
法
律
は

バ
ー
デ

ソ
の

シ

ユ
ワ

ル
ツ
ソ

ル
ド

の
封
鎖
農
場

(びq
。
し。。匡
o
鴇
Φ
⇒
窪

=
o
凝
茸
ω「
)

に
於

て

一
八
九

凱

苑

一子
相
綬
制
度
に
就
て

・

第
十
八
第

(蒐
二
號

=
三
二
V

五
二
七

1)Miquξ 正,Verhandlun呂enderGeneralvcr5ammlungdesVercinsf〔ir

Socialpolitiki,vomom9.Ocし1883・S,35

2)Buchenberger,AgrarwesenandAgrarpolitik.}3.1.S.406.407.



説

苑

一
子
相
観
制
度
に
就
て
.

第
十
入
谷

(第
二
號

=
二
四
)

五
二
八

八
年
に
綾
布

ぜ
ら
れ
た
。

墺
太
利
に
於
て
は

一
八
八
九
年
四
月

一
日
の
帝
国
法
律

に
よ
り
中
農
地

に
謝
し
直
接

一
子
相
続
制
が
規
定
せ
ら

れ
た
る
際
に
適
用
せ
ら

る
、
に
至
ら
.な
か
っ
た
。

二
、
,[
手
相
纏
制
に
服
す
る
農
地
所
有
者

の
法
御
酌
地
位

一
子
相
続
法
に
服
す

る
農
地
所
有
者

の
自
由
庭
分
権
は
、
常
談
地
方

一
般
土
地
所
有
者

の
被
る
制
限
以
外

の
拘

束
を
受
く
る
こ
ε
は
な

い
。
土
地
所
有
者
が
共
の
土
地

の
杢
部
若
し
く
ば

一
部
分
に
謝
し
生
存
中
若

し
く
ば
死
亡

の
際
に
於
て
被
る
自
由
慮
分
の
拘
束
は
新
農
場
法
に
依

っ
て
屡
止

せ
ら
る

、
に
至
っ
た
。

從
て
普
通
相
綾
法
に
從

ふ
土
地
ε

}
子
相
綾
注
に
從
ふ
土
地

こ
の
相
違
は
、
後
者

に
在
て
は
無
遺
言

(書

【9
。

鴇
霧
o
)
に
際

し
直
接
に
法
律

に
俵
り
若
し
く
ば
間
接
的
に
土
地
毫
帳

へ
の
登
記
の
結
果

に
於
て
普
通
法
の
適
用
を

受
く
る
こ
ε
な
く
、
特
殊
法
規
に
獲
て
相
続
せ
ら

る
。
然
し
之
は
絶
射
的
強
制
的
性
質

の
も
の
に
あ
ら
す
し

て
農

地
炉
二

股
普
通
法
規

に
服
せ
し
め
ん
こ
す
る
農
地
所
有
者
の
庭
分
に
依

っ
て
蔓
更
し
得

る
所

で
あ
る
。

=
「

相

機

順

位

一
に
相
続
法
に
於
け
る
相
続
順
位
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
土
地
所
有
者
は
土
地
を
相
続
す

る
権
能
あ
る
者

の
内
よ
り

一
子
相
糟
人
を
自
由
に
選
繹
す

る
こ
ε
を
得
。
若
し
土
地
所
有
者

に
し
て
相
綾
巻
を
決
定
せ
ざ
る
場
合

に
於
て
は
、
浜
律
規
定

の
相
続
順
位
を
生
す
。
此

の
際

に
は
軍
に
被
相
細
入
の
子
孫
に
の
み
限
る
こ
ε
あ
り
、
若
し

く
ば

一
層
法
律
の
敷
果
を
有
妓
な
ら
し
む
る
た
め
奪
族
親
、
兄
弟
並
に
其
の
子
孫
に
損
暖
し
、
又
往
々
に
し
て
残

存
せ
る
配
偶
者
に
も
及
ぶ
こ
ご
が
あ
る
σ
通
常
女
系
を
排
除
す

る
こ
・し
な
き
も
同

一
.親
等
内

に
於
て
は

一
般
男
系

＼

1>Ilannov・ges.v.187斗.馨17 ,19.20.Brem,ge5 」8.ZL、Lauenb,冠e二 辱.1.



に
後
る
.る
を
常

こ
す

る
。
天
私
生
晃
は

一
般

に
粗
糠
権
能

な
き
か
若
し
あ
る
も
嫡
子
に
徴

る
る
所
で
あ
る
。
同

一

親
等
丙
の
男
系

(
關
係
的
に
女
系
)
に
於
て
長
子
を
濯
ぷ

が、
き
ゃ
末
子
を
選
ぶ
べ
き
や
に
關
し
て
は
甚
だ
し
く
論

争
せ
ら

る
る
所
に
し
て
、
此
の
窯
に
聞

し
現
行
法
は

】
致

し
居
ら
す
。
長
子
を
相
繧
人
に
選
ぶ
は
最
も
自
然
的
臆

し
て

㎝
家
の
状
態
に
最
も
適
合
す
る
所
で
み
る
、
然
し
長
子
相
纏
開
始
の
場
合
に
は
往
々
に
し
て
弊
害

の
伴

ふ
所

で
あ
っ
て
、
両
親
に
劉
す

る
多
額
然
か
も
長
時
閥

の
終
身
扶
養
料
を
負
推
し
、
往

々
再
親
ご
長
子
問

の
不
和
を
醸

す
慮
れ
が
あ
る
。
之
に
反
し
末
子
根
継
の
場
合
に
於
て
は
、
上
述
の
弊
害
は
之
を
避
け
得
ら
れ
、
共
同
相
続
人
た

る
他
の
兄
弟

に
謝
す
る
絹
線
分
の
賠
償
支
挑
も
簡
軍
圓
沿

に
行
は
れ
る
。
蓋
し
両
親
は
年
長
の
子
供
の
激
育
、
給

養
に
付
き
特
別
の
刺
戟
を
被
り
、
獲

て

「
子
相
糖
八
の
相
綾
開
始
の
際

に
多
少
安
全
な
る
生
計
の
下
に
置
か
る
る

、
を
以
ザ・
で
あ

る
。
然

し
末
子
相
続
の
不
利
益
ε
し
て

一
子
相
繧

人
の
地
位
は
不
資
足
の
も
の
に
し
て
、
新
し
い
子

供

の
出
生
に
依
り
以
前
の
子
供

の

一
子
相
繧
人
た
る
の
希
望
は
直
ち
黒
破
壊

せ
ら
れ
、
家
庭
の
宇
和
を
害
す
る
に

至
る
。
加
之
末
子
相
綾
人

に
於
て
は
阿
親
ε
末
子
ご
の
年
齢
の
相
違
は
通
常
甚
だ
し
き
懸
隔
あ

る
を
以

て
、
長
期

間
に
亘

る
後
見
的
管
理

(
H暮
Φ
旨
諺
三
「ぎ
}缶
沖
)
を
必
要
こ
す
る
こ
ε
が
あ
る
。

四
、

}
手
稲
橿
人
の
先
取
織
分

-

】
子
粗
糖
制
度
の
起
源
に
關
し
て
は
種
々
の
説
あ
る
も
、
一
般

に
信
せ
ら

る
る
所
に
よ
れ
は
、
古
代
に
於
て
農
場

の
給
付
能
力
を
維
持
し
、
之
に
依

っ
て
領
主
の
租
税
微
牧
力
を
増
進
せ
し
め
ん
ド
〕
の
考
慮
よ
り
該
湛
制
の
獲
蓮
を

促
せ
る
も
の
ピ
せ
ら
る
、
さ
れ
ば

　
子
相
続

法
の
本
質
的
要
素
を
形
成
す

る
も
の
は
共
同
相
続
人
に
労
す

る

一
子

相
綾
人
の
特
権
で
あ
る
。
此
特
権
た
る
や
通
常

一
子
相
続
人
を
以
て
農
場
の
軍

皿
相
鞭
人
ε
認

め
兄
弟
の
未
成
年

説

苑

】
手
相
絨
制
度
に
就
て

第
十
八
巻

(第
二
號

=
二
五
)

五
二
九

1}Bachenbergcrla.a.(,.S.!08

2)Brentan〔),UberAnしrbenrechtundGrundeigentuln ,S,斗1,

,

「



説

苑

一
子
相
縮
制
度
に
就
て

第
十
八
巻

(第
二
號

一
三
六
)

五
三
〇

中

の
扶
養
義
務
及
び
嫁
資
調
達
の
義
務
を
負
は
し
め
た
。

一
子
相
続
人
が
他
の
兄
弟
に

一
定
額
の
金
銭
を
支
挑
ふ

義
務
め
る
場
合
に
於
て
も
多
く
は
農
場
以
外

の
遺
産
を
以
て
し
、
從
て
此
の
金
線
は
相
糖
分
よ
り
も
寧

ろ
賠
償
金

(〉
σ
津
α
巨
『q
-
〉
諾
「巴
量
αq
　}
の
性
質
を
帯
び
て
み
た
。
例
外
的
に
全
共
同
相
綾
人
に
し
て
農
地

の
儂
格
を
受
く
る

場
合
に
於
て
も
.

一
.手
相
績
人
は
甚
だ
低
廉
な
る
土
地
評
霞

(
内
診
豊
∩
ゴ6
コ
〉
塁
。
三
四
巴
.
に
依

る
か
、
叉
普
通
の

評
領
の
場
合

に
は
多
額
の
先
取
得
金

(<
窪
窪
・。・)
を
取
得
し
た
。
法
律
若
し
く
ば
慣
習
に
し
て
他
に
規
定
せ
ざ
る

場
合
に
於
て
は
、

一
子
相
綾
人

の
共
同
相
続
人
に
勤
す
る
賠
償
額
は
通
常
領
主
若
し
く
ば
行
政
官
聴
に
依
り
適
度

の
評
償
を
以
て
決
定
せ
ら
れ
π
。
此
の
確
定
に
際
し
農
場

の
牧
釜
能
力
、
共
同
相
綾
人
敷
、
及
び
被
相
綾
人

の
負

債
額
等
を
斟
酌
し
て
決

せ
ら
れ
た
。
然
し

一
子

相

続

人

の
受
く
る
相
続
分
に
比
し
遙
か
に
僅
少
の
も
の
で
あ
っ

た
。

農
地
の
解
放
、
租
税
制
度

の
改
革

に
伴
ひ
昔
時
の
如

く
他
の
兄
弟
を
犠
牲
ざ
し
て

一
子
相
続
人
を
優
遇
す

べ
き
動

因
は
排
除
せ
ら
れ
、
人
民
の
法

律

的

半

等
親
念
の
普
及
す

る
に
俘

ひ
、
古
代
の

一
子
相
続
法
を
全
然
鷹
止
す

る

か
、
若
し
一
ば
兄
弟
の
相
純
分
を
高
め

一
子
相
網
人
の
優
遇
を
減
少
す

る
に
至

っ
花
。

然
し
昔
時

】
般

に
移
せ
し
が
如
き
甚
だ
し
き
相
続
分
の
不
孕
等
取
扱
は
今
日
の
法
的
意
識
に
矛
盾
す
る
が
故
に

之
を
避
く
べ
し
f
〕
す
る
も
、
農
地
を
牧
盆
主
義
に
て
評
償
し

一
子
相
続
人

に
適
度
の
特
権
を
賦
興
す
る
は
農
地
を

一
家
に
維
持
す

る
上
に
於
で
肝
要
で
あ
る
。
蓋
し
今
日
農
民
階
級
に
於
て
は

}
子
相
細
入
が
農
地
以
外
に
於
て
動

産
を
所
有
す

べ
き
何
等
の
保
護
を
も
翼

へ
ら
れ
な
い
。

]
手
相
綾
人
が
農
地
以

外

に

於

て
冨
人
ε
の
結
婚

に
依

ザ
、
或
は
農
業
以
外
の
濁
立
企
業
の
相
綾
に
依
り
人
な
る
財
産
を
取
得
す

る
は
例
外
の
場
合
に
過
ぎ
な

い
。
此
の
、

●



・

事
實
は
普
通
柑
纏
法
の
辯
護
者
に
依
て
誤
て
過
大
税
せ
ら

る
。

一
子
相
続
人
は
通
常
家
族
債
務
を
引
受
け
、
共
同

相

細

入

に
賠
償
す

る
を
要
し
、
此
等
に
射
し
支
彿

ふ
べ
さ
何
物
を
も
存

ぜ
ざ
る
の
黙
に
於
て
土
地
を
購
入
せ
る

資
本
家
ご
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
更

に

}
手
相
纏
人
は
父
の
経
管
を
引
受
け
通
常
な

る
経
管
に
必
要
な
る
家
畜
を

購
入
し
、
新
絶
梼
方
法
を
採
用
し
勢
賃
租
挽
等
を
支
佛
ふ
.た
め
多
額
の
経
費
を
必
要
こ
す

る
。
相
続
開
始
に
際
し

他
の
兄
弟

に
多
額
の
賠
償
を
支
佛

ふ
義
務
あ
る
腸
骨
に
於
て
は
農
地
の
牧
盆
能
力
を
維
持
増
進
す
る
に
必
要
な
る

お

経
費
を
支
辨
す

る
を
得
な
い
。

要
之
成

る
程
度
の
適
度
な
る

一
子
相
続
人
の
先
取
得
分
は
假
令
近
代

の
李
等
思
想
に
矛
盾
す
ε
は
難
も
、
共
同

粗
糠
人
の
置
酒の
利
益
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
若

し
農
地
の
高
き
評
償
の
た
め
に

一
子
相
続
人
が
困
窮

に
陥
り
、
農
地
を
維
持
纒
鬱
す
る
を
得
す
土
地
を
強
制
観
賞
に
附

せ
ら

る

、
場
合

に
は
、
共
同
相
糠
人
は
そ
の
相

.

綾
分
の

一
部
分
を
損
失
す

る
の
恐
あ
る
を
以
て
で
あ
る
。
加
之
農
地
が
永
久
的
に
家
族
に
維
持
せ
ら
る

、
場
合

に

於
て
の
み
、
共
同
相
続
人
は
其
の
窮
乏
に
際
し
両
親

の
土
地
に
於
て
避
難
所
を
見
出
し
得
る
所
に
し
て
、

一
子
相

続
人
の
優
遇
は
農
地

の
相
糖
に
依
て
當
然
鞍
生
す
る
自
活
力
な
き
兄
弟
を
扶
養
す

べ
き
義
務

に
饗
す

る
報
償

で
あ

る
鋤以
上
に
依
り

}
子
粗
織
入
の
先
取
得

分
の
必
要
な
る
所
以
を
述

べ
セ
。
然
ら
ば
此

の
先
取
得
分
た
る
や
如
何
な
.

る
標
準

の
下
に
之
を
決
定
す

べ
き
ゃ
が
問
題
で
あ
る
。
此

の
黙
に
就
て
は
軍
に

一
般
的
原
則
を
設
け
得

る
の
み

で

あ
る
。
即
ち
普
通
の
農
業
経
管
に
依

っ
て

一
子
相
続
人
が
農
地
を
維
持
し
得
る
の
程
度
に
止
む

べ
き
で
め
る
。
之

'
に
就
て
は
場
所
を
異
に
し
時
代
を
異
に
す

る
に
從
ひ
多
少
の
攣
動
を
生
ず
る
は
當
然

で
あ
る
。
從
て
今
迄
の
農
政

載

】
子
湘
紬
制
度
に
就
て

第
十
入
巻

〔第
二
號

=
二
七
)

五
三
一
1)Miakowski.a.a.0.S.435,436.
2)Buchenberger,a.a.O.5:411.

り



序

説

苑

一
子
相
細
制

度
に
就
て

第

雫
入
省

〔第
二
號

=
二
八
)

五

三
二

學

看

に
し
て
此

の
黙

し
就

て
多

少
見

解

を
異

に
し
て

み
る
ワ
例

(、
ば

ス
タ
イ

ソ
は

↓
子
柄

綾
入

に
全
農
地
を

與

ヘ

ド

共

の
代
b

に
父
同
様

に
其

の
兄
弟
を
扶

養
す

る
の
義

務
を
課
す

べ
し

で」
し
、

ラ
チ

ソ
ガ

ー
及

び
ブ
リ
ザ

ー
は
先
取

得

分
を
農
地

儂
格

の
二
分
の

マ
し
駕
す

を
以

て
至
賞

な
り

ξ
す

る
,

一
子
相
綾

人

の
先

取
裾

分
の
決
定

に
關
し

　
手
相

績

人

の
特
権

は
低
廉

な

る
農
地

の
評

慣

の
形
式

「びq
臨
9
惹
m-

需
「膏
滞
「
を
c
「二
ご

に
存
す

る
場
合

あ
り
、
叉
ぽ
農
地

の
牧
盆

償
幣

の

一
定
割
合
を

明
確

に
規
定
す

る
場

合
あ

b
。

ウ

エ
ス
ト

プ
ア
ー

レ
ン
、

ブ

ラ

ン
デ

ン
ブ

ル
グ

及

び

シ
ユ
レ
ジ

訟
ン
の
農
地

法

(門
ρ
コ
ユ
αq
口
前①
「○巳
P
ご
ロ
σq
)
は
肱剛
硯石

に
よ
り
共

の
他

の

】
手
相
績

法
は
後
者

の
形
式

を
探

る
。

ハ
ン

ノ
ー

バ
の
法
律

に
依

れ
ば

一
子
相
纏
入

は
農

場
横
路

の
三

分
の

一
を
先
取
得
金

ε

し
て
取
得
す
。

ブ

レ
ー

メ

ン
の
法
律

に
依

れ
ば
四
分

の

　
を
取

る
。

玉
.

一
子
相
糠

人

の
共

同
相
槌

人

に
臠
す
る
關
係

古
代

の

一
子
相

鞭
没

に
依
れ
ば

】
手
相
繧

人
は
被

粗
糠

人
の
全
財
産

の
唯

一
相
綾

入
た
㌧

し
こ
ε
あ
り
、
叉
少

な
く

ε
も
.腿
地

に
於
け

る
唯

】
相
続

八

た
り

し
こ
ε

あ
り
、
從

て
笠
ハの
粗

塩
八
は
賠
償

受

取
人

(〉
『
津
島
⇒
㈹
Φ
)
ε

看
做

さ
れ
た
。
然

る
に
現
行

一
子
粗

糲
法
に
從

へ
ば

一
子
相
続

人
は
農

地
を
適

度
の
評
横

に
て
相
緩

し
他

の
共
同

相

網
人

に
射

し
て
は

一
定

の
共

同
相
続

分
を
支
彿

ふ

の
義

務

め
る
も

の
で
あ

る
、

一
子

相
続
人
及

び
共

同
相

纏
.八
間

の
相
続

分

の
分

割

に
於
て
は

ハ
ソ
ノ
ー

プ
ア
、

ラ
ウ

一
γ
プ

ル
グ
、
及

び
プ

〆
ー
メ

ソ
の

一
子

法
相

欄
に
よ

れ
ば

法
律
規

定

の
評

償

に
よ
る
農

場
(
附
旙
物
を
含

む
)
償
格

よ
り
被
相
続

人

の
負

債

を
控
除

し
残
隙
を
相
綾
財

産

ε
す

る
。
此

の
.相
纏

財
産
中

よ
り

一
定
額
は
之
を

一
子
相

続
入

の
先
取
得

金

ε
し

残
鯨

を
者
共

同
相

纏

人

(
一
子
相
続

人
を
含

む
)
闘

に
平
等

に
分
割
す
。

共

同
相
続

人

に
謝
す

る
相
続

分
の
償

却
方

法
に
付

き

一
定

の
規

定
を

設
く

る
も

の
あ
』
。
側

へ
ば

】
入
九
八
年

L.R.9tcin,BauerngutundHufenrecht,S.1g.P.良tzinger,Erha】tungdes

Baoernstandes,S,37,Preser,1.二rhaltunl;desBauenstandes.S.202.

Hannov.Ges.v.187406.BremenGes.老15
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D

五
月
十
七
日
の
ウ

ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の

一
子
相
纏
法
に
依
れ
ば
、
共

同
相
穫
分
の
賠
償
優
格

の
二
十
五
分
の

一

に
相
賞
す
る
年
賦
償
却
を
以
て
す
。
然
し
各
賠
償
額
に
し
て
百
馬
克
を
越
え
ざ
る
ご
き
は
賠
償
権
利
者
は
企
賠
償

額
を
要
求
す

る
こ
ε
を
得
。

一
子
相
続
人
に
し
て
此
の
年
賦
償
還
地
代
を
土
地
豪
帳

に
登
記
す

る
限
り

一
子
相
積

地
の
所
有
者
は
七
ケ
月
前
の
告
知
を
以
て
賠
償
資
本
額
を
現
金
に
て
支
携
ふ
こ
ε
を
得

る
。
同
様

に
地
代
権
利
者

も
七
ケ
月
前
の
告
知
を
以
て
鱗
濟
を
要
求
す

る
こ
ε
を
得

る
。

一
子
相
纏
人
は
土
地
を
維
持
す
る
目
的
を
有
す
る
先
取
傅
会
を
獲
得
せ
る
後
、
相
続
地
を
第
三
者
に
蔦
債

に
て

費
劃
す
る
こ
ご
に
依
り
他

の
兄
弟
を
犠
牲
ε
し
て
、
法
の
豫
見
せ
ざ
る
不
當
利
得
を
取
得
す
る
こ
ε
あ
り
。
此
の

弊
害
を
防
遏

せ
ん
が
爲
め
上
述

の
ウ

エ
ス
ト
プ
ア
ー
レ
ソ
の
法
律
に
依
れ
ば
、

一
子
相
緬
、入
に
し
て

一
子
相
続
地

を
所
有
せ
る
後
五

ケ
年
以
内
に
費
卸
す

る
場
合
に
は
、
先
取
得
金
は
之
を

一
子
相
綾
人
よ
ら
遮
還
せ
し
め
、
各
共

同
相
続
入
に
卒
等
に
発
配
せ
し
め
る
。
又

一
手
相
績
人
が
同

一
期
間
内

に
於
て
相
積
地
の

「
部
分
を
費
謝
す

る
場

合
に
は
(
其
の
費
卸
金
に
し
て
金
相
綾
地
債
格
の
二
十

分
の

一
よ
り
人
な

る
場
合
)
費
却
地

に
相
富
す
る
先
取
得
金

を
各
共
同
相
続
人
間

に
分
配
廿
ら
る
。
但
し
此
の
期
間
内

に
同

↓
償
旗
の
土
地
を

『
手
相
縫
地

に
加

へ
た
る
場
合

に
は
此
の
限
り
で
は
な
い
。
.此

の
規
定
は
相
綾
地
の
全
部
ヌ
は

一
部
分
を

一
子
相
綾
権
能
あ
る
近
親
者

に
賞
卸
せ

る
場
合
に
は
適
用
せ
す
、

一
子
相
紬
.人
が
相
綾
開
始
後
五

ケ
年
間

に
常
談
土
地
を
費
卸
す

る
場
合

に
は
共
同
相
纏

人
は
先
買
権
を
有
す
。

同
法
律
は

一
子
相
糟
人

の
共
同
粗
糖
人
に
封
ず
る
扶
養
義
務
及
び
相
綾
賠
償
關
係
を
規
定
し
て
む
る
。

}
子
相

綾
人
の
兄
弟
は
成
年
に
達
す
る
迄
、

}
子
相
続
地

に
於
て
自
己

の
能
力
相
慮
の
共
同
勢
働
に
従
事
す

ろ
代
償
ε
し

て
、
身
分
相
慮
の
扶
養
を
要
求
す
る
こ
ざ
を
得
。
此
の
要
求
椹
は
権
利
者
の
請
求

に
依
b
賠
償
額
、
又
は
其
の
利

子
、
若
し
く
ば
賠
償
地
代
の
支
佛
は
る
、
場
合
に
於
て
は
消
滅
す
る
所
で
あ

る
。
(未
完
)

観

菊

一
子

相
絨
制
度

に
就
て

第
十
入
巻

(
第
二
號

=
二
九
)

荒
三
三

1)
2)
3)

Wesしph,ges.

Westph,ges.

Westph.ges.

V

V.

V.

1898a32.

1898畳33・

1898,含35.
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